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調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
現
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
平
城
京
左
京
三
条
七
坊
、
興
福
寺
旧
境
内
に
あ
り
、
天
禄
元
年

（九
七
〇
）
頃
に
創
建
さ
れ
た

同
寺
の
院
家

一
乗
院
の
故
地
に

あ
た
る
。　
一
乗
院
は
、
康
平
五

年

（
一
〇
六
こ

、
治
承
四
年

０

一
人
○
）、
仁
治
二
年

（
一

二
四
こ
、
寛
永

一
九
年

（
正
ハ

動

四
一
一

に
焼
亡
し
た
こ
と
が
知

奈

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調

く

査

で
、
建
長

二
年

（
〓

一
五

○
）
再
建
の
寝
殿
と
慶
安
三
年

（
三
ハ
五
〇
）
再
建
の
震
殿
を
は
じ
め
数
時
期

の
遺
構
を
確
認
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
奈
良
地
方

。
家
庭

・
簡
易
裁
判

所
庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約
九
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
古
代
以
降
現
代
ま
で
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
建
長
年
間
以
前

の
遺
構
は
少
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
と
し
て
は
、
興
福
寺
創
建
瓦
を
含
む

溝
状
土
坑
Ｓ
Ｋ
人
四
人
五
、
上
層
の
埋
土
に

一
〇
世
紀
後
半
の
遺
物
を
含
む
南

北
溝
Ｓ
Ｄ
人
四
六
人
、　
一
一
世
紀
後
半
頃
の
土
器
と
大
量
の
炭
を
含
み
、
康
平

年
間
の
焼
亡
に
伴
う
可
能
性
が
高
い
土
坑
Ｓ
Ｋ
入
二
四
人
が
あ
る
。
ま
た
、
寛

永
年
間
の
焼
亡
に
伴
い
廃
棄
さ
れ
た
大
量
の
遺
物
か
ら
は
、
江
戸
時
代
初
頭
に

お
け
る
、
法
親
王
入
寺
に
伴
う

一
乗
院
の
隆
盛
の
様
が
う
か
が
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
池
Ｓ
Ｇ
八
二
三
〇
の
遣
水
と
考
え
ら
れ
て
き
た
南
東
か

ら
北
西
に
蛇
行
し
な
が
ら
続
く
流
路
遺
構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
が
、
池
の
手
前
で
閉

塞
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
方
、
水
の
供
給
に
関
わ
る
遺
構
と
し
て
泉

水
Ｓ
Ｅ
人
四
六
五
を
新
た
に
検
出
し
た
。
泉
水
の
埋
土
に
は

一
三
世
紀
頃
の
土

師
器
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
が
、
近
世
の
遺
物
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

遺
構
は
慶
安
年
間
再
建
の
震
殿
に
伴
う
池
と
関
わ
る
も
の
で
、
元
治
元
年

（
一

人
六
四
）
の

「元

一
乗
院
橋
御
殿
絵
図
面
」
（興
福
寺
所
蔵
）
に
み
ら
れ
る
泉
水

の
一
部
と
理
解
で
き
る
。
本
簡
は
い
ず
れ
も
中
世
後
期
の
も
の
で
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

人
四
九
〇
か
ら

一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
五
か
ら
二
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
九
〇
は
、
中
世
後
期
の
素
掘
り
の
井
戸
で
、
前
述
の
流
路
遺

構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
の
中
央
に
穿
た
れ
て
い
る
。
検
出
面
の
径

一
・
五
ｍ
深
さ



二

・
八
ｍ
以
上
で
、
出
上
し
た
土
器
の
年
代
は
流
路
遺
構
Ｓ
Ｄ
七
八
〇
〇
の
埋

没
時
期
に
近
い
。
な
お
、
こ
の
井
戸
か
ら
天
符
を
担
ぐ
人
物
を
描
い
た
墨
画
土

器

（下
図
）
が
出
土
し
て
い
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
五
は
、
径
二

。
一
ｍ
深
さ
三

。
一
ｍ
の
素
掘
り
の
井
戸
で

あ
る
。
井
戸
底
に
近
い
埋
土
に
大
量
の
木
質
遺
物
が
含
ま
れ
、
木
簡
は
こ
の
層

か
ら
出
土
し
た
。
上
層
の
埋
土
に
は

一
六
世
紀
前
半
頃
の
土
師
器
皿
が
投
棄
さ

れ
て
お
り
、
井
戸
の
廃
絶
時
期
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
内
外
面
に

墨
痕
が
あ
り
内
面
に
は
怖
い
形
相
の
人
面
が
描
か
れ
た
土
器
、
外
面
に

「御
」

な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
数
点
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四

五
が
埋
め
ら
れ
た
後
、
西
南
に
接
し
て
新
し
い
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
四
四
二
が
掘
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
井
戸
は
前
述
の
絵
図
に
も
見
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
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ｏ
曽

ω
は
、
上
下
端
折
れ
、

左
右
は
削
り
で
面
取
り

加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

同

一
材
と
思
し
き
木
片

が
も
う

一
点
出
土
し
て

い
る
が
、
墨
痕
は
認
め

ら
れ
ず
接
続
し
な
い
。

木
簡
の
用
途
は
不
詳
。

②
①
は
と
も
に
断
片
。

墨
痕
は
確
認
で
き
る
も

の
の
釈
読
で
き
な
い
。
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献
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土器に描かれた天秤を担ぐ人物




